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前の反対運動を受けることになる。会員から 25 ドルを徴収し 1949 年には 150 万ドルをかけたメデ
ィカル・ロビーのキャンペーンが開始されるのである。広告代理店ウィッタカー＆バクスター社は「医
療の社会主義化」を喧伝し、医療サービスの低下する恐れやイデオロギー的プロパガンダが流布され
ていった。1942 年に国民の 74・3％が支持していた皆保険実現の機運は 49 年には賛否が伯仲するま
でに変化していった。(2)  













総同盟に対し 1935 年のワグナー法を背景に 1938 年に発足した産別会議は、社会変革をも視野にお















険が 60％、メディケア・メディケイドが 25％、中小企業・自営業者を中心に無保険者が 15％（4700
万人）という構成になっているのである。（5）   
 
図表 1 分断された福祉国家 1940－1955（民間医療保険とメディケア・メディケイドの比率） 
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反証③雇用主提供型医療保険を掘り崩したのはグローバル競争であり、また労働組合なき企業社会








 クリントンは 1993 年 1 月 25 日に「国民皆保険に関するタスクフォース」を結成し、ヒラリーク
リントンを座長とし、イラ・マガジナーのもとに 500 人の専門家・実務家を組織した。「予算総枠制
度化での管理された競争」と命名された改革案は、9 月 22 日に発表されその内容は①従業員 5000
人未満の企業、自営業者などは政府の補助を受け新設の地域保険連合を通じて医療保険に加入、②地
域保険連合は情報提供により保険購入を促進、③出来高払い、マネージドケア、両者のコンビネーシ

















法案は 2009 年 11 月 7 日に下院本会議で可決、12 月 24 日に上院本会議可決と順調に推移した。

























































































































組織率が 5％にも満たない 48-51 位のワースト４はミシシッピ、アーカンソー、サウスカロライナ、
ノースカロライナが占めている。こうした傾向は隣接地域にも伝播し、1970 年に組織率４７％で全




図表 3 労働組合組織率の変容 
出典：Estimate of Union density by State. 
Barry T. Hirsch, David. A. Macpherson, And Wayne G. Vroman, Monthly Labour 







 次に「米国における人口構成の変化」を検討する。（18） 10 年ごとに行われる米国国勢調査において


















図表 4 2010 年においてラティーノ系人口比率の高い主要都市 
出典：Census Brief: The Hispanic Population 2010. p.11 
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図表 5 大統領選挙における 
ラティーノ系の投票行動 1980－2012 
出典：“Latino Voters in the 2012 Election.”
Pew Research Center 2012.11.7 
 
図表 6 大統領選の接戦州において 
ラティーノ系が有権者に占める割合 2004－2012 
出典：“Latino Voters in the 2012 Election.” 


























① Paul Pierson,1994,Dismantring the Welfare State,Reagan Thatcher and the Politics of Retrenchment, 
Cambridge,Cambridge University Press. 
② The New Politics of Welfare State, edited by Paul Pierson,2001,Oxford, 
 Oxford University Press． 
 方法論として 
③ Paul Pierson,2004，Politics in Time :History,Institutions,and Social Analisis, 
  PrincetonUniversity Press.（邦訳『ポリティクス・イン・タイム』粕谷祐子監訳 
  勁草書房、2010） 
共和党の右傾化と格差社会の拡大を論じた現代政治分析として 
③ Jacob S.Hacker&Paul Pierson,2006，Off Center:：The Republican Revolution&the Erosion of 
American Democracy.Yala University,NewHaven and London. 
④ Jacob S.Hacker&Paul Pierson,2010，Winner-Taka-All Politics:How Washington Made the Rich Richer 
And Turned Its Back on the Middle Class. 
 Simon＆Schuster,NewYork London Tronto Sydney. などがある。 
（2） アメリカにおける医療保障制度改革の概観としては、天野拓 2009『現代アメリカの医療改革と政党政治』
83
跡見学園女子大学文学部紀要 第 49 号 2014 
 
ミネルバ書房、69－90 頁、および Tom Daschle,2008,Critical :What we can do about Health-Care Crisis，
NewYork,Thomas Dunne Books,pp45－103 を参照． 
  トルーマンの皆保険改革とその挫折については、 
Monte M.Poen,1979，Harry S.Truman Versus the Medical Lobby.University of Misssouri Press ,Columbia 
and London．を参照 





（5） Jacob S.Hacker,2002，The Divided Welfare State:The Battle over Public and Private Social Benefits in 




跡見学園女子大学文学部紀要第 45 号を参照。 
（7） 長谷川千春は非高齢者の雇用主提供医療保険加入者が 2000 年の 1 億 6750 万人から 2009 年には 1 億 5６
10 万人と約１140 万人減少し、これが無保険者の増加数 1180 万人と符合することを指摘している。 
長谷川千春 2013「社会政策－医療保険改革はなぜ困難なのか－」『アメリカ政治経済論』 
藤木剛康編著、ミネルヴァ書房、113 頁。 
（8） 雇用主医療保険の空洞化については、前掲書、長谷川千春 2010、142－172 頁を参照。 
（9） 福祉をめぐる新しい政治については、Paul Pierson 1994 および 2001 を参照。 
   また最新の統計と新たな指標でピアソンを批判した論文としては、  
Walter Korpi&Joakim Palma,2003,“NewPlitics and Class Politics in the Context of Austerity and 
Globalization ： Welfare State Regress in 18 Countries 1975-95 ”、 American Political Science 
Revew,Vol.97,No.3. 

















シュを検討した研究としては、高橋善隆 2012「交錯する 2 つの潮流－アメリカ政治における人口構成の変化
とバックラッシュ－」跡見学園女子大学文学部紀要第 47 号を参照。 
  人口動態については The Hispanic Population:（2010 Census Brief）published by U.S.Department of 
Commerce Economic and Statistic Administration．に依拠した。 
  ラティーノ系の投票行動、選挙への影響については、 
  “Latino Voters in the 2012 Election”2012.11．7 Pew Research Hispanic Center. 
  http://www.pewhispanic.org/topics/2012 -election/ を参考にした． 
  また、移民排斥、オバマケア撤廃などを主張するティーパーティについては、ポールピアソンを指導したス
コッチポルが近著で検討している。 
  Skocpol.T&Williamson V(2012)The Tea Party and the Remaking of republican Conservatism.Oxford 




大会でのスピーチについては Shane Goldmacher，“In Castro,Dem Have Keynote With Echo of Obama” 
National Journal Convention of Daily、 
Charlotte Democratic Convention,September4.2012.を参照。 
（20）平成 19－21 年度文部省科学研究費補助金（基盤研究 B)「移動と情報ネットワークの政治学」（研究代表・
加藤哲郎）の助成により 2008 年の夏に UCLA レーバーセンターを訪問することができた。ケント・ウォン
所長、ビクター・ナロー、ジョアン・トクマルなど研究員の方々とはその後も定期的に交流し多くの示唆を
得ている。西海岸におけるソーシャルユニオニズムの展開については、 
  Working for Justice :L.A.Model of Organiging and Advocacy,  edited  Ruth Milkman ,Joshua 
Bloo ,Victor Narro,(2010)ILR Press an imprint of Cornell University Press,Ithaka and London.を参照。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
85
